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3級基準点成果表(世界測地系)

（H14知利別川改修工事用地測量成果より）

3級基準点成果表(日本測地系)

平　面　図 S=1:500

河川曲線表(H15計画) （日本測地系）

※座標系については、既往資料の整合を図るため日本測地系の表記を基本とする。

　施工時に世界測地系を用いる場合は、座標変換を適宜実施すること。
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年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

室H11-1
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室H11-4
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市道曲線表(R02測量)
[市道知利別町3丁目2条通線] （日本測地系）

BP

No IA R/L R D

-181,388.156

X

-100,613.756

Y 備考

※市道曲線表(R02測量)については、日本測地系,世界測地系の

　両座標値を表示する。

0-00-00EP - - 100.000 -181,432.955 -100,524.355

（世界測地系）

BP

No IA R/L R D

-181,124.741

X

-100,920.355

Y 備考

0-00-00EP - - 100.000 -181,169.542 -100,830.952

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事
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令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 平面図
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※河川CL上の測点における値
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H=17.318
知利別3丁目1条橋

仮BMNo.1

地覆天端

市道EP市道BP

2
4
6
0

2454.550
下流端

2461.750
上流端

知
利

別
川

(
現

河
道

)

R-7排水工(R04設計)
SP=2450.30(右岸側)

2
4
5
0SP=2450.30

EL=14.12

橋　長　17660

2
.
0
%

2
.
0
%

θ1θ2 θ2

θ1=89°55′12″(市道・計画河川交角)
θ2=90°00′00″(市道・橋梁交角)

市道知利別町3丁目2条通線

SP=  50.000(市道)
SP=2458.150(計画河川)

計
画

河
川

中
心

線

知
利

別
川

桁下余裕高 0.892m
(右岸上流端)

桁下余裕高 0.972m
(右岸下流端)

桁下余裕高 1.065m
(左岸下流端)

桁下余裕高 0.985m
(左岸上流端)

6号落差工(R5位置変更)
SP=2509.10,ΔH=1.00m
R01設計済(未施工)

S=1:100側　面　図

V=3.155 m/s

Q=35 m3/s(N=1/14)

I=1/90

n=0.030

S=1:100平　面　図

S=1:50断　面　図

S=1:100計画河川断面図

SP2089.48～SP2960.60[H25計画]

(知利別3丁目1条橋 橋梁護岸区間)

市道起終点座標(R02測量)

Y

X

-100,613.756

BP=0.00

-181,388.156

-100,524.355

EP=100.00

-181,432.955

(市道知利別町3丁目2条通線)

(日本測地系)

横 断 線 形

平 面 線 形

縦 断 線 形

設計条件

道路橋示方書・同解説(H29.11)
適用示方書

コンクリート

鉄　　筋

変位の制限

(日本道路協会）

道路事業設計要領(R02.4) (北海道建設部）
指　針　等

0kN/m2

40km/h

kh=0.21（躯体）

A活荷重

設計震度

道路規格

設計荷重

第3種5級相当

=0.17（土）
雪荷重

設計速度

プレテンション方式PC単純中空床版橋(PH)

支間 L=17.000m

曲線半径 R=∞(直線),斜角 θ=90°00'00"

A-1,A-2逆T式橋台(At)

上部工

下部工

基礎工
杭基礎 鋼管杭(Fps)

Rdp=1427～1431kN

Rd=1867～1874kN

※2.裏込土の土質定数
　　 単位体積重量：γ=19kN/m3、せん断抵抗角：φ=30°

（レベル1）

L=17.660m橋長 L=17.600m桁長

B=車道6.000m

縦断勾配 i=+0.5465%

       [中堀セメントミルク噴出撹拌方式]

σck=24N/mm2 (RC-2-1)

σsy=345N/mm2 (SD345)

土木構造物設計ﾏﾆｭｱﾙ(H11.11) (旧建設省）

コンクリート σck

主　桁 場所打ち

応力度制限値

曲げ引張

耐久性能

耐荷性能 3.10 N/mm2

50 N/mm2 30 N/mm2

PC 鋼 材

1.80 N/mm2

1880 N/mm2 1850 N/mm2

1600 N/mm2 1580 N/mm2

鉄　　筋 σsy=345N/mm2 (SD345)

2.20 N/mm2

1.20 N/mm2

引張強度    σpu

降伏点強度  σpy

SWPR7BL(主桁) SWPR19L(横桁)

維持管理 定期点検/被災時:徒歩・梯子による桁下アクセス

安定の耐荷性能

橋 梁 一 般 図

※1※1

　　(市道知利別町3丁目2条通線の道路条件ではない)
※1.本橋の橋梁設計を検討する上で設定した道路条件として示す。

○桁下余裕高の照査

　∴左岸上流側：16.286-15.301=0.985m
　　左岸下流側：16.286-15.221=1.065m
　　右岸上流側：16.193-15.301=0.892m　→最小値
　　右岸下流側：16.193-15.221=0.972m

　桁下余裕高=[主桁下端高(支点部)]-[H.W.L]≧0.600m
　・路面高=17.006m(A-1側)、17.099m(A-2側)
　・上部工構造高=0.813m (支点上調整Co厚=0.023m)

※主桁下端高(支点部)=[支点上の路面高]-[上部工構造高]
※

　　∴A-1側(右岸側)：17.006-0.813=16.193m
　　　A-2側(左岸側)：17.099-0.813=16.286m

2

令和　6　年　4　月

図示縮　尺

事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 橋梁一般図
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室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 下部工寸土図
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範　囲項目

橋台背面アプローチ部に用いることが適切な材料の仕様例

最大粒径

4750μmふるい通過百分率

75μmふるい通過百分率

塑性指数Ip(425μmふるい通過分について)

100 mm

25～100 %

0～25 %

10 以下

※：有機質土，火山灰質の細粒土を含む材料を除く。

橋台のタイプ

橋台背面の締固め管理値の例

締固め度Dc

仕切り値

※1：土砂区分が砂質土の場合に適用。締固め度は、施工管理高ごとに

※1,2

一般の橋台背面

Dc＞平均92%

最小90%

200 mm以下

     測定し、その平均値及び最小値で照査する。測定点数は、施工面

     積に応じて設定する。

※2：突固め方法がC，D，E法の場合の管理基準値を示す。

注）

2.　　　は、二次施工とする。

1.鉄筋コンクリートは、RC-2-1とする。

3.橋台背面の裏込め土は、良質土（γ=19ｋN/m3,

  φ=30°）とする。

A-1橋台構造図(1) S=1:50
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令和　6　年　4　月

図示縮　尺

事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 A-1橋台構造図(1)



注）

2.　　　は、二次施工とする。

3.橋台背面の裏込め土は、良質土（γ=19ｋN/m3,

  φ=30°）とする。

1.鉄筋コンクリートは、RC-2-1とする。
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図面番号
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知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 A-1橋台構造図(2)
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範　囲項目

橋台背面アプローチ部に用いることが適切な材料の仕様例

最大粒径

4750μmふるい通過百分率

75μmふるい通過百分率

塑性指数Ip(425μmふるい通過分について)

100 mm

25～100 %

0～25 %

10 以下

※：有機質土，火山灰質の細粒土を含む材料を除く。

橋台のタイプ

橋台背面の締固め管理値の例

締固め度Dc

仕切り値

※1：土砂区分が砂質土の場合に適用。締固め度は、施工管理高ごとに

※1,2

一般の橋台背面

Dc＞平均92%

最小90%

200 mm以下

     測定し、その平均値及び最小値で照査する。測定点数は、施工面

     積に応じて設定する。

※2：突固め方法がC，D，E法の場合の管理基準値を示す。

注）

2.　　　は、二次施工とする。

1.鉄筋コンクリートは、RC-2-1とする。

3.橋台背面の裏込め土は、良質土（γ=19ｋN/m3,

  φ=30°）とする。

A-2橋台構造図(1) S=1:50
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設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 A-2橋台構造図(1)



注）

2.　　　は、二次施工とする。

3.橋台背面の裏込め土は、良質土（γ=19ｋN/m3,

  φ=30°）とする。

1.鉄筋コンクリートは、RC-2-1とする。
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注）1.鉄筋の材質は、SD345 とする。

2.  　は、二次施工鉄筋とする。

3.  　　　については、底版コンクリートP1 P2

  打設前に組立のこと。

A-1橋台配筋図(1) S=1:50
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4 沓座筋詳細図

※ 水平補強鉄筋は、半円形フックを前面側に配置し

 　竪壁配力鉄筋にかけて定着させること。
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注）1.鉄筋の材質は、SD345 とする。

2.  　は、二次施工鉄筋とする。
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知利別川改修工事に伴う
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注）1.鉄筋の材質は、SD345 とする。

2.鉄筋の曲げ加工は、鉄筋の中心寸法で

　表示している。

3.  　は、二次施工鉄筋とする。
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注）1.鉄筋の材質は、SD345 とする。

2.鉄筋の曲げ加工は、鉄筋の中心寸法で

　表示している。

3.  　は、二次施工鉄筋とする。
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の鉄筋公称径
材 質番 号 総 数（mm）（mm） 本　数 （mm）

鉄筋長
部 材

鉄 筋 鋼 材 鉄　筋
部材数

各部材 鉄 筋 総延長

番号 a

曲　げ　寸　法　（mm）形状
備　考

b c d e f

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

質 量
（kg/m）

単 位
質 量
（kg）

1本当り

（kg）

質 量

竪 壁

SD345A1

A2

A3-a

A3-b

A4-a

A4-b

A5-a

A5-b

A6-a

A6-b

A7

A8

A9

〃

〃

〃

〃

〃

291950 2D16 56550 2481.560 3.04 881

291950 2D16 56550 2481.560 3.04 881

81950 2D16 15600 2481.560 3.04 241

41520 3D13 6080 2020.995 1.51 61

1718

1142

D13 5130 0.995 21 166 91 4742 202102605.10 10 4

D13 3130 0.995 21 166 91 2742 20262603.11 6 4

D13 5130 0.995 21 166 91 4742 202102605.10 10 4

D13 3130 0.995 21 166 91 2742 20262603.11 6 4

D13 5130 0.995 21 166 91 4742 202102605.10 10 4

D13 3130 0.995 1 166 91 2742 20262603.11 6 4

D13 5130 0.995 1 166 91 4742 202102605.10 10 4

D13 3130 0.995 1 166 91 2742 20262603.11 6 4

D13 1550 0.995 111 170501.54 17 4

2

2

2

29SD345 3660 3

底 版

D16

〃 D16

106140 638 2416 638

〃

〃

〃

〃

〃

〃

F1

F2

1.560 5.71 166

F3

F4

F5

F6

F7

F8

1

292880 3835201.560 4.49 1301

86900 1552000.995 6.87 551

48220 3328808.18 331

86900 1552006.87 551

174604.54 27

4140010.76 65

248 2416 248

6900D13

D13

D13

0.995

0.995

D16 1130 1.560 71 184 112 678 24879101.76 12

D16 6900 1.560 61 69001

4

666

6900

D16 2910 1.560 61 3 248 2448 248

〃

〃

〃

〃

〃

沓 座

SD345S1

S2

S3

S4

S5

2110D16 1.560 3.29 36 361 248 1116 77875960 118 3

1630D16 1.560 2.54 34 341 55420 86 4

6900D16 1.560 10.76 3 31 690020700 32 1

8000D16 1.560 12.48 4 41 55832000 50 3 6916

1100D16 1.560 1.72 45 451 30849500 77 3 516

31000D16 1.560 1.56 1 308 416 30854 54000 8454S6

〃F9 D16 1130 1.560 131 184 112 678 248146901.76 23 4

胸壁

〃

〃

〃

〃

〃

SD345P1

P2

P3

P4

P5

2000D22 3.040 6.08 29 291 200058000 176 1

2000D22 3.040 6.08 29 291 200058000 176 1

7420D16 1.560 11.58 6 61 24844520 69 3

7420D16 1.560 11.58 2 21 24814840 23 3 6954

6900D16 1.560 10.76 2 21 13800 22 5

62000D13 0.995 1.99 1 875 271 1784 8000 84 42P6

〃 3590D13 0.955 0.59 1 202 213 20225 14750 1525P7

〃 4670D13 0.995 0.67 1 7 4690 57P8

b

ac

d

e

a b

a

形状  1 形状  2

c

a

b

形状  5 形状  7

形状  3 形状  4

a

c

b da

b

c

b d

a

c

f
e

形状  6

鉄 筋 加 工 表

の鉄筋公称径
材 質番 号 総 数（mm）（mm） 本　数 （mm）

鉄筋長
部 材

鉄 筋 鋼 材 鉄　筋
部材数

各部材 鉄 筋 総延長

番号 a

曲　げ　寸　法　（mm）形状
備　考

b c d e f

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

質 量
（kg/m）

単 位
質 量
（kg）

1本当り

（kg）

質 量

翼壁L

SD345WL1

WL2

〃

〃

〃

〃

〃

21750 1D16 2 3500 17501.560 2.73 51

32140 2D16 3 6420 3781.560 3.34 101

61150 1D13 6 69000.995 1.14 71

13000 5D13 1 30000.995 2.99 31

D16 1530 1.560 2 21 37830602.39 5 2

D16 1590 1.560 2 21 24831802.48 5 2

D16 1750 1.560 2 21 175035002.73 5 1

D16 2010 1.560 3 31 248 177760303.14 9 2

D16 1400 1.560 2 21 24828002.18 4 2

D16 1590 1.560 1 24831802.48 5 2

D13 990 0.995 1 59400.99 6 1

D13 3000 0.995 1 30002.99 3 5

D13 820 0.995 7 71 202 4227157400.82 6 6 173178

平均長

2 2

6 6

1 1

196

25SD345 2070 7

受 台

D16 25

〃 D13

51750 248 666 270

〃

U1

U2

1.560 3.23 81

U3

1

56900 55 345000.995 6.87 341

9500 19 45003.040 1.52 141

3451 138 3451

500D22

WL3

WL4

WL5

WL6

WL7

WL8

WL9

WL10

WL11

WL12

WL13

WL14

WL15

〃

〃

7720 3D13 7 5040 2020.995 0.72 51 342

D13 750 0.995 3 31 202 37122500.75 2 3 202

翼壁R

WR1

WR2

WR3

WR4

WR5

WR6

WR7

WR8

WR9

WR10

WR11

WR12

WR13

WR14

WR15

　2009年度改訂版(土木製図基準)準拠する。

2.曲げ寸法は、円弧部の曲げ半径は鉄筋の内径を示し、

　円弧以外は鉄筋の外形寸法を示す。

3.鉄筋長は、鉄筋の中心寸法で示す。

注）1.鉄筋の曲げ加工寸法表示は、鉄筋径別集計(一次施工)

D10

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

0 kg

341 kg

1296 kg

0 kg

366 kg

0 kg

0 kg

0 kg

1662 kg

0 kg

合  計 ＝ 2003 kg

鉄筋径別集計(二次施工)

D10

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

0 kg

15 kg

65 kg

0 kg

0 kg

0 kg

0 kg

0 kg

65 kg

0 kg

合  計 ＝ 80 kg

29

29

8

4

8

7

6

6

13

29

29

8

4

2

2

2

2

2

11

2

2

2

923 664

1777

1375
955～

平均長1522
1192～

平均長1375
955～

平均長1522
1192～

694
1278～

862
1446～

平均長

平均長

571 517 2437

739 667 2269

202

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

SD345

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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61150 1D13 6 69000.995 1.14 71

13000 5D13 1 30000.995 2.99 31

D16 1530 1.560 2 21 37830602.39 5 2

D16 1590 1.560 2 21 24831802.48 5 2

D16 1750 1.560 2 21 175035002.73 5 1

D16 2010 1.560 3 31 248 177760303.14 9 2

D16 1400 1.560 2 21 24828002.18 4 2

D16 1590 1.560 1 24831802.48 5 2

D13 990 0.995 1 59400.99 6 1

D13 3000 0.995 1 30002.99 3 5

D13 820 0.995 7 71 202 4227157400.82 6 6 173178
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竪壁中間帯鉄筋詳細図
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 　配力鉄筋にかけて定着させること。
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  打設前に組立のこと。
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2.  　は、二次施工鉄筋とする。
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注）1.鉄筋の材質は、SD345 とする。

2.鉄筋の曲げ加工は、鉄筋の中心寸法で

　表示している。

3.  　は、二次施工鉄筋とする。
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注）1.鉄筋の材質は、SD345 とする。

2.鉄筋の曲げ加工は、鉄筋の中心寸法で

　表示している。

3.  　は、二次施工鉄筋とする。

1750

W
L
1 2-D16x1750

W
L
2 3-D16x2140

W
L
3 2-D16x1680

1513～1103

(1308)

3
7
0

1769

3
7
0

W
L
4 1-D16x1880

1640

2
4
0

W
L
5 2-D16x1750

W
L
6 3-D16x2010

W
L
7 2-D16x1550

W
L
8 1-D16x1880

(平均長)

(平均長)

7
9
3
～

1
3
6
2

(
1
0
7
8
)

W
L
9 6-D13x1080

(平均長)

6
7
0

233
0

116°33'54"

W
L
10 1-D13x3000

6-D13x1250
(平均長)

W
L
11

W
L
13 7-D13x820

W
L
14 7-D13x720

358

1
9
5

W
L
15 3-D13x750

1750

1769

2
4
0

1513～1103

(1308)

2
4
0

1640

2
4
0

9
6
1
～

1
5
3
0

(
1
2
4
6
)

8
3
8

216
2

116°33'54"

W
L
12 1-D13x3000

260

1
9
51
9
5

40

1
6
8173

300

3
2
9

195 1750

W
R
1 2-D16x1750

W
R
2 3-D16x2140

W
R
3 2-D16x1680

1513～1103

(1308)

3
7
0

1769

3
7
0

W
R
4 1-D16x1880

1640

2
4
0

W
R
5 2-D16x1750

W
R
6 3-D16x2010

W
R
7 2-D16x1550

W
R
8 1-D16x1880

(平均長)

(平均長)

7
9
3
～

1
3
6
2

(
1
0
7
8
)

W
R
9 6-D13x1080

(平均長)

6
7
0

233
0

116°33'54"

W
R
10 1-D13x3000

6-D13x1250
(平均長)

W
R
11

W
R
13 7-D13x820

W
R
14 7-D13x720

358

1
9
5

W
R
15 3-D13x750

1750

1769

2
4
0

1513～1103

(1308)

2
4
0

1640

2
4
0

9
6
1
～

1
5
3
0

(
1
2
4
6
)

8
3
8

216
2

116°33'54"

W
R
12 1-D13x3000

260

1
9
5 1
9
5

40

1
6
8

17
3

300

3
2
9

195

A-2橋台配筋図(6) S=1:50

20

令和　6　年　4　月

図示縮　尺

事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度
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の鉄筋公称径
材 質番 号 総 数（mm）（mm） 本　数 （mm）

鉄筋長
部 材

鉄 筋 鋼 材 鉄　筋
部材数

各部材 鉄 筋 総延長

番号 a

曲　げ　寸　法　（mm）形状
備　考

b c d e f

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

質 量
（kg/m）

単 位
質 量
（kg）

1本当り

（kg）

質 量

竪 壁

SD345A1

A2

A3-a

A3-b

A4-a

A4-b

A5-a

A5-b

A6-a

A6-b

A7

A8

A9

〃

〃

〃

〃

〃

292050 2D16 59450 2481.560 3.20 931

292050 2D16 59450 2481.560 3.20 931

82050 2D16 16400 2481.560 3.20 261

61520 3D13 9120 2020.995 1.51 91

1818

1142

D13 5130 0.995 21 166 91 4742 202102605.10 10 4

D13 3130 0.995 21 166 91 2742 20262603.11 6 4

D13 5130 0.995 21 166 91 4742 202102605.10 10 4

D13 3130 0.995 21 166 91 2742 20262603.11 6 4

D13 5130 0.995 21 166 91 4742 202102605.10 10 4

D13 3130 0.995 1 166 91 2742 20262603.11 6 4

D13 5130 0.995 1 166 91 4742 202102605.10 10 4

D13 3130 0.995 1 166 91 2742 20262603.11 6 4

D13 1550 0.995 111 170501.54 17 4

2

2

2

29SD345 3660 3

底 版

D16

〃 D16

106140 638 2416 638

〃

〃

〃

〃

〃

〃

F1

F2

1.560 5.71 166

F3

F4

F5

F6

F7

F8

1

292880 3835201.560 4.49 1301

86900 1552000.995 6.87 551

48220 3328808.18 331

86900 1552006.87 551

174604.54 27

4140010.76 65

248 2416 248

6900D13

D13

D13

0.995

0.995

D16 1130 1.560 71 184 112 678 24879101.76 12

D16 6900 1.560 61 69001

4

666

6900

D16 2910 1.560 61 3 248 2448 248

〃

〃

〃

〃

〃

沓 座

SD345S1

S2

S3

S4

S5

2110D16 1.560 3.29 36 361 778 1116 24875960 118 3

1630D16 1.560 2.54 34 341 55420 86 4

6900D16 1.560 10.76 3 31 690020700 32 1

8000D16 1.560 12.48 4 41 55832000 50 3 6916

1100D16 1.560 1.72 45 451 30849500 77 3 516

31000D16 1.560 1.56 1 308 416 30854 54000 8454S6

〃F9 D16 1130 1.560 131 184 112 678 248146901.76 23 4

胸壁

〃

〃

〃

〃

〃

SD345P1

P2

P3

P4

P5

2000D22 3.040 6.08 29 291 200058000 176 1

2000D22 3.040 6.08 29 291 200058000 176 1

7420D16 1.560 11.58 6 61 24844520 69 3

7420D16 1.560 11.58 2 21 24814840 23 3 6954

6900D16 1.560 10.76 2 21 13800 22 5

62000D13 0.995 1.99 1 875 271 1784 8000 84 42P6

〃 3590D13 0.955 0.59 1 202 213 20225 14750 1525P7

〃 4670D13 0.995 0.67 1 7 4690 57P8

b

ac

d

e

a b

a

形状  1 形状  2

c

a

b

形状  5 形状  7

形状  3 形状  4

a

c

b da

b

c

b d

a

c

f
e

形状  6

鉄 筋 加 工 表

の鉄筋公称径
材 質番 号 総 数（mm）（mm） 本　数 （mm）

鉄筋長
部 材

鉄 筋 鋼 材 鉄　筋
部材数

各部材 鉄 筋 総延長

番号 a

曲　げ　寸　法　（mm）形状
備　考

b c d e f

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

質 量
（kg/m）

単 位
質 量
（kg）

1本当り

（kg）

質 量

翼壁L

SD345WL1

WL2

〃

〃

〃

〃

〃

21750 1D16 2 3500 17501.560 2.73 51

32140 2D16 3 6420 3781.560 3.34 101

61250 1D13 6 75000.995 1.24 71

13000 5D13 1 30000.995 2.99 31

D16 1680 1.560 2 21 37833602.62 5 2

D16 1880 1.560 1 11 24818802.93 3 2

D16 1750 1.560 2 21 175035002.73 5 1

D16 2010 1.560 3 31 248 177760303.14 9 2

D16 1550 1.560 2 21 24831002.42 5 2

D16 1880 1.560 1 24818802.93 3 2

D13 1080 0.995 1 64801.07 6 1

D13 3000 0.995 1 30002.99 3 5

D13 820 0.995 7 71 202 4227157400.82 6 6 173178

平均長

1 1

6 6

1 1

196

25SD345 2070 7

受 台

D16 25

〃 D13

51750 248 666 270

〃

U1

U2

1.560 3.23 81

U3

1

56900 55 345000.995 6.87 341

9500 19 45003.040 1.52 141

3451 138 3451

500D22

WL3

WL4

WL5

WL6

WL7

WL8

WL9

WL10

WL11

WL12

WL13

WL14

WL15

〃

〃

7720 3D13 7 5040 2020.995 0.72 51 342

D13 750 0.995 3 31 202 37122500.75 2 3 202

翼壁R

WR1

WR2

WR3

WR4

WR5

WR6

WR7

WR8

WR9

WR10

WR11

WR12

WR13

WR14

WR15

　2009年度改訂版(土木製図基準)準拠する。

2.曲げ寸法は、円弧部の曲げ半径は鉄筋の内径を示し、

　円弧以外は鉄筋の外形寸法を示す。

3.鉄筋長は、鉄筋の中心寸法で示す。

注）1.鉄筋の曲げ加工寸法表示は、鉄筋径別集計(一次施工)
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2092合　計 (kg)
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173 700

3451 138 3451
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184 112 1174 248

1818

1818
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166 91 1168 202

二次施工

二次施工

二次施工

二次施工

二次施工

〃

SD345

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1648

1648

21750 1D16 2 3500 17501.560 2.73 51

32140 2D16 3 6420 3781.560 3.34 101

61250 1D13 6 75000.995 1.24 71

13000 5D13 1 30000.995 2.99 31

D16 1680 1.560 2 21 37833602.62 5 2

D16 1880 1.560 1 11 24818802.93 3 2

D16 1750 1.560 2 21 175035002.73 5 1

D16 2010 1.560 3 31 248 177760303.14 9 2

D16 1550 1.560 2 21 24831002.42 5 2

D16 1880 1.560 1 24818802.93 3 2

D13 1080 0.995 1 64801.07 6 1

D13 3000 0.995 1 30002.99 3 5

D13 820 0.995 7 71 202 4227157400.82 6 6 173178

平均長

1 1

6 6

1 1

196

7720 3D13 7 5040 2020.995 0.72 51 342

D13 750 0.995 3 31 202 37122500.75 2 3 202

1777
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1111～

平均長1521
1111～

793
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1530～

平均長

平均長
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A-2橋台配筋図(7)
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起点側 終点側

杭　姿　図 S=1:50

EL=14.105

A

X Y
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D

杭座標値
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-181,408.968 -100,578.920

鋼管杭 φ600(t=9mm)
L=7.50m,n=4本

(大座標値)

・杭先端処理：

　セメントミルク噴出攪拌方式
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A-1橋台鋼管杭詳細図(1)
(中掘り工法　SKK400,φ600,t=9mm)
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フーチング下面

均しコンクリート

700

フーチング上面

フーチング下面鉄筋位置

フーチング上面鉄筋位置

吊り鉄板
t=6mm

充填材

K2 D13

K1 D16

K4 D13

の鉄筋公称径
材 質番 号 総 数（mm）（mm） 本　数 （mm）

鉄筋長
部 材

鉄 筋 鋼 材 鉄　筋
部材数

各部材 鉄 筋 総延長

番号 a

曲　げ　寸　法　(mm)形状

b c d R

SD345 1990 1杭 D16

〃 D13

111440 248

〃

〃

1.560 3.10

質 量
（kg/m）

単 位
質 量
（kg）

1本当り

（kg）

質 量

43K1

K2

K3

K4

D13

D13

10

3

2

74000 18

21240 5

5600 1

14

3

4

2

1850

1770

700

0.995 1.84

0.995 1.76

0.995 0.70

166 91

494 267

鉄筋加工表

72 (kg)杭1本当り 合　　計 =

鉄筋径別集計

D10

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

0 kg

29 kg

43 kg

0 kg

0 kg

0 kg

0 kg

0 kg

43 kg

0 kg

合  計 ＝ 72 kg

40

12

8

56

（杭1本当り）

288 (kg)杭4本当り 合　　計 =

杭1本当り 鉄筋径別集計

D10

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

0 kg

116 kg

172 kg

0 kg

0 kg

0 kg

0 kg

0 kg

172 kg

0 kg

合  計 ＝ 288 kg

杭4本当り

形状  1 形状  2

a

b

形状  4

a

b

a

1758

注）

3.帯鉄筋の重ね継ぎ手位置は、同一箇所に集中

1.鉄筋の材質は、SD345とする。

2.主筋はかぶりを確保し、ずれないよう施工のこと。

4.鉄筋の曲げ加工寸法表示は、

  させないよう位置を交互にして配置すること。

　2009年度改訂版(土木製図基準)準拠する。

5.曲げ寸法は、円弧部の曲げ半径は鉄筋の内径を示し、

　円弧以外は鉄筋の外形寸法を示す。

6.鉄筋長は、鉄筋の中心寸法で示す。
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護岸工平面図

S=1:100平　面　図

V=3.155 m/s

Q=35 m3/s(N=1/14)

I=1/90

n=0.030

S=1:100計画河川断面図

SP2089.48～SP2960.60[H25計画]

(知利別3丁目1条橋 橋梁護岸区間)

S=1:100護岸工断面図

[橋梁護岸:高水敷保護区間]

[橋梁護岸:高水敷保護区間外]

1.本図における護岸工は橋梁護岸工としての必要範囲を示したもので、橋梁下流の

注 意 事 項

  排水工護岸範囲を含むものである。

2.橋台側面に設置する沓かくしが上部工架設時に支障となる場合は、上部工架設後
　に設置すること。

4.上流側護岸端部の施工に当たり、隣接予定の6号落差工に留意し、橋梁護岸・落差
　工間に離隔・隙間が生じないよう適宜調整のこと。

3.HWL以深の上流側連節ブロック端部は、隣接する6号落差工と接続するため、接続
　されるまでの期間は仮設としてふとんかごを設置すること。
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1.本図における護岸工は橋梁護岸工としての必要範囲を示したもので、橋梁下流の

注 意 事 項

  排水工護岸範囲を含むものである。

2.橋台側面に設置する沓かくしが上部工架設時に支障となる場合は、上部工架設後
　に設置すること。

4.上流側護岸端部の施工に当たり、隣接予定の6号落差工に留意し、橋梁護岸・落差
　工間に離隔・隙間が生じないよう適宜調整のこと。

3.HWL以深の上流側連節ブロック端部は、隣接する6号落差工と接続するため、接続
　されるまでの期間は仮設としてふとんかごを設置すること。

(落差工隣接部)
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既設右岸側護岸
既設河床コンクリート(残範囲)

埋戻し※

※既設護岸撤去,仮水路転流後に
  現況河川を埋め戻す

:撤去対象護岸断面積(右岸のみ)  A3= 1.0m2

2
0
0
0

既設左岸側護岸

撤去

(埋戻し範囲の撤去)

・撤去する護岸工は無筋コンクリート
  扱いとして計上する

1
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撤去

 (河床コンクリート含む)

3650

2450

1000

:撤去対象護岸断面積(左岸のみ)  A4= 0.9m2

:現況河川断面積                A5= 6.1m2

 埋戻し断面積　　　　　　  　 ΣA= 8.0m2

 (河床コンクリート含む)

既設河床コンクリート(1m範囲)

(上流側：仮水路に接続可能となる範囲で撤去)
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仮水路掘削幅 6280

仮水路CL
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(平均)

※埋戻し

現地盤面

土砂掘削

大型土のう

※掘削,土のう設置後に土のう背面を埋め戻す

:土砂掘削断面積

:埋戻し断面積
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A2= 1.2m2(合計)
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既設護岸工撤去
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(ブロック積み護岸)

現況河川埋戻し
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既設護岸工撤去

L=23.9m(左岸側,右岸側)

(ブロック積み護岸)

現知利別3丁目1条橋撤去
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SP=2400

杉江　貴博
12-59

2478.4
θ=135°

大型土のう設置
N=7袋

φ500,L=11m(想定)
フレキシブルパイプ

計画河川に接続
L-7排水工
SP=2357.90(左岸側)

楽山2号橋

S
P
=
2
4
3
3
.
4
9

旧河川存置部

R02設計/R05施工予定

R02設計/R05施工予定

5号落差工
施工時期未定

仮水路(想定)
楽山2号橋完成時の

仮
水

路

3
0
0
0

(
仮

水
路

断
面

)

掘削ライン
仮水路

計画河川中心線(仮水路CL重複区間)

知利別川

SP=  50.000(市道)
SP=2458.150(計画河川)

転流後埋戻し
現況河川

転流後埋戻し
現況河川

23802360

2400

2480

※仮水路位置で切断、一部存置
　させて道路排水を流下させる。
　排水工施工時に存置部も撤去。

R33

L34 L.1

R.1 R.2

SP=2393.15(計画河川)
計画河床EL=13.49

SP=2364.5(計画河川)
施工時河床EL=12.82

2393.152364.5

※下流側掘削状況に合わせて
　適宜調整のこと ※5号落差工計画位置

仮水路延長 L2=114.0m

大型土のう設置 ΣN=413袋

6号落差工
(未施工)

既設転落防止柵撤去

L=23.9m(左岸側,右岸側)

既設転落防止柵撤去

L=23.1m(左岸側), 31.5m(右岸側)

施工時仮水路計画図(案)

S=1:200平　面　図

S=1:100仮水路掘削要領図
(平均断面積算出)

S=1:100現況河川埋戻し要領図
(平均断面積算出)

S=1:50施工時河川断面図
(知利別3丁目1条橋施工時 仮水路断面)

1.本図は施工計画案であり、施工図ではない。

注 意 事 項

  現地状況を確認の上、施工を行うこと。

2.撤去対象となる既設護岸形状は、現地計測
  結果を基に復元したものである。
  土中部形状は推定であることに留意のこと。

3.既設橋梁の撤去に関する詳細については、
  「既設橋撤去計画図(案)」を参照のこと。

4.当該範囲内では施工時に支障となる地下埋設
　物が無いことを確認しているが、実施工の際
  は再度関係各所に確認のうえ着手すること。

5.使用する大型土のうは耐候性(1年タイプ)と
　する。

n=0.030

Q=10.91 m3/s

I=1/90(計画河床勾配と同等)

V=2.80 m/s

※

・WLは現河道SP=2560.00における流下能力(Q=10.91m3/s)に対する水位を示す。

　[平成25年度 知利別川改修工事護岸設計外「報告書 P.4-5」-現況流下能力計算表(2)- より]

※I=1/90(計画)＜1/63(現況)より、勾配の緩い値を採用。

旧河川存置部における雨水の滞留対策としてフレキシブルパイプを設置し、
計画河川へ流下させる方針とする。尚、フレキシブルパイプの形状は想定で
あり、現地状況に合わせて適宜調整のこと。

6.大型土のうの崩壊が懸念される場合は別途対
　策を検討すること。

施工時仮水路諸元
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主桁
H400X400X13X21 

土のう盛土
仮橋設置高調整

敷鉄板
PL22X6096X1524(5'X20') 

土留鋼矢板Ⅲ型,N=2枚
L=7500,9000(必要長)

敷桁
H300X300X10X15 

覆工板
1000X2000X208 

FH=17.41

手摺支柱
φ48.6

スチフナープレート 
PL12X192X356(400S)

対傾構
[200X80X7.5X11 

≪仮橋工設置要領≫

・仮水路大型土のうの上に、土のう,敷鉄板等を設置する。

  ※仮水路縦断勾配に係る調整(仮橋横断勾配をLEVEL)は土のう,敷鉄板により行うこと。
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・仮橋工を設置。撤去後は大型土のうを復旧する。

(EL=16.28)
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仮水路構築

L=9000(鋼矢板必要長)
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工事用道路
基礎工施工機械移動用
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土のう盛土
仮橋設置高調整

敷鉄板
PL22X6096X1524(5'X20') 

土留鋼矢板Ⅲ型,N=2枚
L=7500,9000(必要長)

敷桁
H300X300X10X15 

主桁
H400X400X13X21 

対傾構

覆工板
1000X2000X208 

A-1橋台 A-2橋台

H21 B-1

SP=2451.00(河川),R-8.50m,GH=16.92m

H21 B-2

SP=2466.00(河川),L-5.00m,GH=16.95m
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強風化凝灰 強風化凝灰
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大型土のう

計画河川中心線
仮水路中心線施工時河川断面

(仮水路)

EL=14.12

(1:0.5) (1
:0
.5
)

土のう盛土
仮橋設置高調整

敷鉄板
PL22X6096X1524(5'X20') 

敷桁
H300X300X10X15 

土留鋼矢板Ⅲ型,N=2枚
L=7500,9000

覆工板
1000X2000X208 
主桁
H400X400X13X21 

EL=(16.28)

FH=17.41

WL

1
1
0
0

1
5
8
2

A-1橋台側 A-2橋台側
(右岸側) (左岸側)

WL=15.22(計画河川SP=2450.0)
[SP=2450.0:仮橋配置中心]

桁下余裕高:1582mm＞600mm
(桁下端EL=16.802,WL=15.22)

1:1.51:
1.
5

路盤工 t=30cm
切込材料 0-40mm級

500 5000 500

6000

仮水路　3000

1:0.5

掘削ライン

評価断面

大型土のう

1:
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5

(計画河川中心線)
仮水路中心線

1:1.0 1:
1.
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WL

1
1
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S=1:100側　面　図

S=1:100平　面　図

仮橋工一般図(参考図)

用　　途

仮 橋 設 計 条 件

活 荷 重

雪 荷 重

衝撃係数

た わ み

横断勾配

縦断勾配

工事用仮橋

[一般車両の通行は想定しない]

アースオーガ中堀機(55kw) 全装備質量W=1100kN

0kN/m2

覆工受桁(H形鋼)：0.3

覆工板：0.4

L/400以下, かつ2.5cm以下

LEVEL

LEVEL

基礎工形式 直接基礎(土のう,敷鉄板養生)

許容応力度の割増係数　1.50(常時)

[地震時の検討:省略]

適用示方書・指針等

道路土工－仮設構造物工指針：(社)日本道路協会 平成11年3月

道路事業設計要領：(社)北海道土木協会 令和2年4月

(参考)道路橋示方書・同解説：(社)日本道路協会 平成29年11月

平面線形 R=∞(直線区間)

1.本図は計画案を示す参考図である。
  仮橋位置,諸元等は本図の準拠を基本とし、
  現地状況に応じて適宜調整のこと。

2.工事用道路構築,仮橋工設置に際し、支障となる電柱等は
  事前に移設等措置を済ませておくこと。

注 意 事 項

n=0.030

Q=10.91 m3/s

I=1/90(計画河床勾配と同等)

V=2.80 m/s

施工時仮水路諸元

・仮橋工は上記断面を阻害しない高さ(WL+余裕高60cm確保)に配置する。

S=1:50施工時河川断面図
(知利別3丁目1条橋施工時 仮水路断面)

S=1:50断　面　図

S=1:100工事用道路工定規図

・WL:現河道SP=2560.00における流下能力(Q=10.91m3/s)に対する水位。

※工事用道路平面形状等は
  現地状況に応じて適宜調整のこと。

・仮橋工設置期間

　：最大1ヶ月程度

 (橋梁基礎工事期間中)
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手摺支柱 φ48.6

t=2.4mm L=1400

直交クランプ
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※杭打機走行時は幅員方向位置を限定し、仮橋中央を走行すること。(端部から500以上の離隔確保)
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※覆工板:工事用途につき落とし込み式の適用を想定する。

3@2000=6000

覆工板
1000X2000X208 

FH=17.41

手摺支柱
φ48.6

対傾構
[200X80X7.5X11,L=1900

750750

土留鋼矢板Ⅲ型 L=7500(必要長)

主桁
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750750

土留鋼矢板Ⅲ型 L=9000(必要長)

土留鋼矢板Ⅲ型,N=2枚
L=7500,9000(必要長)

2
0
8

4
0
0

3
0
0

2
2

9
3
0

EL=16.48

2
0
0

PL22X6096X1524(5'X20') 
スチフナープレート 
PL12X192X356(400S)

H300X300X10X15 L=7000
スチフナー PL145X9X268

敷桁

ズレ止メ
L100X100X10 L=200 

土留継ぎ材(現場溶接)
L100X100X10 L=700 

150

土のう盛土
仮橋設置高調整

2000 2000 2000

敷鉄板

EL=16.28

WL=15.22(仮橋中心)

大型土のう
仮水路構築

1:1.51:
1.
5

土のう設置延長 7200

WL=15.22

(1:0.5) (1
:0
.5
)

1000 3000 3000 1000対傾構間隔

200 1800 2000 2000 1800 200手摺支柱間隔

8@1000=8000

150150 支間長 7700

覆工板割付(橋軸方向)

橋　長 8000

4-M22X80(F10T) 対傾構
[200X80X7.5X11 

2-M22X60(F10T) 

スチフナープレート
PL12X192X356(400S)

FH=17.41

覆工板
1000X2000X208 

主桁
H400X400X13X21,L=8000

手摺支柱
φ48.6

2
0
8

4
0
0

3
0
0

2
2

9
3
0

EL=16.28

土留鋼矢板Ⅲ型,N=2枚
L=7500,9000(必要長)
土留継ぎ材(現場溶接)
L100X100X10 L=700 

EL=16.48

2
0
0

土のう盛土
仮橋設置高調整

敷鉄板
PL22X6096X1524(5'X20') 

H300X300X10X15 L=7000
スチフナー PL145X9X268

倒れ防止材 L90X90X10 L=250
仮設時転倒防止の為、
スチフナーと鋼矢板に仮付溶接 

200

敷桁

ズレ止メ
L100X100X10 L=200 

S=1:30側　面　図

1.本図は計画案を示す参考図である。
  仮橋位置,諸元等は本図の準拠を基本とし、現地状況に応じて適宜調整のこと。

S=1:30支点部断面図

S=1:10手摺詳細図

S=1:50覆工板配置図

2.土留鋼矢板施工時は、覆工板には溶接をしないこと。
  (溶接作業等の熱を与える作業をした場合は覆工板がスクラップとなるため)

3.土留鋼矢板施工時に仮付溶接する場合は、倒れ防止材(L90x90x10)を使用のこと。
  倒れ防止材は、土留鋼矢板と敷桁用スチフナーに仮付溶接とする。
　(土留鋼矢板のセクション部に溶接した場合は、鋼矢板がスクラップとなるため)

仮橋工詳細図(参考図)

注 意 事 項

30

令和　6　年　4　月

図示縮　尺

事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 仮橋工詳細図(参考図)
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H=17.318
知利別3丁目1条橋

仮BMNo.1

地覆天端

市道EP30 32.47 40 50 60 61.43 68.15 70

2
4
6
0

R.4

R.3

L.3

L.2

天
神
幹
9
右
1
Z
1

31
40
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天
神
幹
6
右
3
左
4

市道BP

市道知利別町3丁目2条通線
知
利
別
川

現
況
河
川
中
心
線

2
4
5
0

アースオーガ中掘機

オーガ出力55kW

[A-1基礎杭施工]

A-1橋台

施工ヤード(A-1橋台:河川敷地内)

水タンク

発電機

バッチャー

プラント

杭材
仮置き

A-2橋台

施工ヤード(A-1橋台:河川敷地内)

計
画

河
川

中
心

線

知
利

別
川

(
仮

水
路

C
L
重

複
区

間
)

仮水路 3000

(仮水路断面)

転流後埋戻し
現況河川

転流後埋戻し
現況河川

転流後埋戻し
[橋台区間]
現況河川

(ステージ盛土)

TA-3

バックホウ
山積0.45m3

アースオーガ中掘機

オーガ出力55kW

[A-2礎杭施工]

施工ヤード(A-2橋台:河川敷地内)

施工ヤード(A-2橋台:河川敷地内)

SP=  50.000(市道)
SP=2458.150(計画河川)

掘削ライン
仮水路

大型土のう

基礎工施工機械移動用
工事用道路工

工事用仮橋工

基礎工施工機械移動用

バックホウ
山積0.45m3

市道EP市道BP
(計画河川断面)

計画河川中心線
仮水路中心線

(杭先端根固め球根)

アースオーガ中掘機

オーガ出力55kW

[A-1基礎杭施工]

DL=10.00

(杭先端根固め球根)

アースオーガ中掘機

オーガ出力55kW

[A-2基礎杭施工]

SP=4
1.17

0

FH=1
7.00

5

SP=58.830FH=17.101

セメントミルク噴出攪拌方式
L=7.500m  N=4本

中堀鋼管杭φ600 (t=9mm)

L=7.500m  N=4本
セメントミルク噴出攪拌方式
中堀鋼管杭φ600 (t=9mm)

※杭先端は推定支持層(砂礫層)に杭径以上根入れすること。
　(推定支持層深度:9.5m[A-1側]/9.4m[A-2側])

現況河川
旧橋撤去後
ステージ盛土

2700 2700

A-2橋台A-1橋台

3
0
0
0

EL=14.005 EL=14.001

3
1
0
0

知利別3丁目1条橋(現橋)
既設橋撤去(上部・下部)

(1:0.5) (1
:0
.5
)

WL

低水路 (3000)

(仮水路断面)

1
1
0
0

大型土のう

掘削ライン
仮水路

施工時河川断面
(仮水路)

基礎工施工計画図(案)

S=1:100側　面　図

S=1:100平  面  図

本図は施工計画案であり、施工図ではない。

注 意 事 項

現地状況を確認の上、施工を行うこと。

仮水路掘削整形,転流

・仮水路部を掘削,整形し、大型土のうを設置する。

・必要範囲の既設護岸を撤去後、河川の転流を実施する。

既設橋下部工撤去,ステージ盛土

A-1,A-2橋台基礎杭施工

・A-2ステージ盛土構築後に基礎杭を施工する。杭打ち後の橋台位置を整地する
　場合に限り、A-1,A-2の施工順序は問わない。

・杭打ち機等施工機械及び杭本体等資材は道道側からの搬入を基本とする。

・準備工、起工測量等

・仮水路部掘削整形,転流の前に、既設橋上部工を撤去する。

既設橋上部工撤去

・転流後は既設橋下部工を撤去する。(両側橋台を全撤去とする)
　既設橋下部工撤去の詳細は「既設橋撤去計画図(案)(2)」を参照とする。

・既設橋撤去後は、基礎杭施工のため旧河川を一旦埋め戻す。
  これは、A-2橋台基礎杭施工のためのステージ盛土として必要なものである。
  尚、A-1橋台側については現状にて問題無いため、ステージ盛土は不要である。

A-1,A-2橋台床堀～本体施工・排水工施工

(工 事 開 始)

　A-2橋台の基礎杭施工時は杭打ち機等重機の搬入に仮橋工を用いることとし、

・基礎杭を施工後に橋台本体を施工する。尚、A-1,A-2の施工順序は問わない。

・床堀はオープン掘削とする。

・施工後の埋戻しは計画河川断面形状に合わせるものとする。

河川断面整形(護岸工設置区間)

・本橋工事における護岸工設置区間の河川断面を掘削,整形する。

護岸工施工

・橋梁護岸及び排水工護岸を施工する。

上部工架設,橋面工一式,踏掛版工

・護岸工の施工及び河川断面整形が完了次第、随時上部工の施工を実施する。
　上部工架設の詳細は「架設計画図(案)」を参照とする。

道路工,道路付属物等復旧

・橋梁の施工に伴い一時撤去した道路付属物等を復旧する。(現況復旧)

・後片付け、現地清掃後、工事完了。

(工 事 完 了)

※2

知利別3丁目1条号橋 施工手順(案)
※1

（本図該当工程）

　既設橋上部工撤去の詳細は「既設橋撤去計画図(案)(1)」を参照とする。

・上記施工に併せて、本橋に隣接する「R-7排水工」の本体を施工する。
　施工に関する詳細はR-7排水工設計図面を別途参照のこと。

　仮水路は計画河床高に設置するものとし、本橋下流側の「楽山2号橋」工事
　にて施工済みの仮水路まで流路を延長して接続させる。

　本橋起点側・終点側の道路巻き込み部は現況の交差点形状を参考に整備する。
　道路工及び道路付属物の詳細は「道路工復旧図」を参照とする。

※1 本橋工事は令和6年度に橋梁単体での施工を予定しており、本橋上下流に位置する落差工2基の施工は
　　翌年以降の予定である。よって、本施工手順は橋梁単体施工を想定した手順として示す。

　その他杭本体等資材については仮水路対岸よりクレーンを用いて受け渡す
　こととする。

※2 護岸工の施工が完了したタイミングで上部工事が着手可能となるため、上部・下部工事間の施工時期
　　の調整に留意すること。

31

令和　6　年　4　月

図示縮　尺

事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 基礎工施工計画図(案)
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H=17.318
知利別3丁目1条橋
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4

A-1橋台

施工ヤード(A-1橋台:河川敷地内)

A-2橋台

床掘ライン
A-2橋台

床掘ライン
A-1橋台

R-7排水工(R04設計)
SP=2450.30(右岸側)

市道BP

市道知利別町3丁目2条通線

SP=  50.000(市道)
SP=2458.150(計画河川)

仮水路 3000

(仮水路断面)

掘削ライン
仮水路

大型土のう
2
4
6
0

2
4
5
0

計
画

河
川

中
心

線

知
利

別
川

(
仮

水
路

C
L
重

複
区

間
)

市道EP

SP=2450.30
EL=14.12

TA-3

※橋台と同時期施工
　(詳細は排水工図面参照)

知
利
別
川

現
況
河
川
中
心
線

施工ヤード(A-2橋台:河川敷地内)

施工ヤード(A-1橋台:河川敷地内) 施工ヤード(A-2橋台:河川敷地内)

L.3

L.2

市道EP市道BP
(計画河川断面)

DL=10.00 φ600 (t=9mm)
L=7.500m  N=4本

中堀鋼管杭

L=7.500m  N=4本
φ600 (t=9mm)
中堀鋼管杭

知利別3丁目1条橋(現橋)
既設橋撤去(上部・下部)

2700 2700

A-1橋台 A-2橋台
SP=41.170FH=17.005

SP=5
8.83

0

FH=1
7.10

1

計画河川中心線
仮水路中心線

大型土のう

掘削ライン
仮水路

施工時河川断面
(仮水路)

3
0
0
0

EL=14.005 EL=14.001

3
1
0
0

(1:0.5) (1
:0
.5
)

WL

低水路 (3000)

(仮水路断面)

1
1
0
0

下部工施工計画図(案)

S=1:100側　面　図

S=1:100平  面  図

本図は施工計画案であり、施工図ではない。

注 意 事 項

現地状況を確認の上、施工を行うこと。

仮水路掘削整形,転流

・仮水路部を掘削,整形し、大型土のうを設置する。

・必要範囲の既設護岸を撤去後、河川の転流を実施する。

既設橋下部工撤去,ステージ盛土

A-1,A-2橋台基礎杭施工

・A-2ステージ盛土構築後に基礎杭を施工する。杭打ち後の橋台位置を整地する
　場合に限り、A-1,A-2の施工順序は問わない。

・杭打ち機等施工機械及び杭本体等資材は道道側からの搬入を基本とする。

・準備工、起工測量等

・仮水路部掘削整形,転流の前に、既設橋上部工を撤去する。

既設橋上部工撤去

・転流後は既設橋下部工を撤去する。(両側橋台を全撤去とする)
　既設橋下部工撤去の詳細は「既設橋撤去計画図(案)(2)」を参照とする。

・既設橋撤去後は、基礎杭施工のため旧河川を一旦埋め戻す。
  これは、A-2橋台基礎杭施工のためのステージ盛土として必要なものである。
  尚、A-1橋台側については現状にて問題無いため、ステージ盛土は不要である。

A-1,A-2橋台床堀～本体施工・排水工施工

(工 事 開 始)

　A-2橋台の基礎杭施工時は杭打ち機等重機の搬入に仮橋工を用いることとし、

・基礎杭を施工後に橋台本体を施工する。尚、A-1,A-2の施工順序は問わない。

・床堀はオープン掘削とする。

・施工後の埋戻しは計画河川断面形状に合わせるものとする。

河川断面整形(護岸工設置区間)

・本橋工事における護岸工設置区間の河川断面を掘削,整形する。

護岸工施工

・橋梁護岸及び排水工護岸を施工する。

上部工架設,橋面工一式,踏掛版工

・護岸工の施工及び河川断面整形が完了次第、随時上部工の施工を実施する。
　上部工架設の詳細は「架設計画図(案)」を参照とする。

道路工,道路付属物等復旧

・橋梁の施工に伴い一時撤去した道路付属物等を復旧する。(現況復旧)

・後片付け、現地清掃後、工事完了。

(工 事 完 了)

※2

知利別3丁目1条号橋 施工手順(案)
※1

　既設橋上部工撤去の詳細は「既設橋撤去計画図(案)(1)」を参照とする。

・上記施工に併せて、本橋に隣接する「R-7排水工」の本体を施工する。
　施工に関する詳細はR-7排水工設計図面を別途参照のこと。

　仮水路は計画河床高に設置するものとし、本橋下流側の「楽山2号橋」工事
　にて施工済みの仮水路まで流路を延長して接続させる。

　本橋起点側・終点側の道路巻き込み部は現況の交差点形状を参考に整備する。
　道路工及び道路付属物の詳細は「道路工復旧図」を参照とする。

※1 本橋工事は令和6年度に橋梁単体での施工を予定しており、本橋上下流に位置する落差工2基の施工は
　　翌年以降の予定である。よって、本施工手順は橋梁単体施工を想定した手順として示す。

　その他杭本体等資材については仮水路対岸よりクレーンを用いて受け渡す
　こととする。

※2 護岸工の施工が完了したタイミングで上部工事が着手可能となるため、上部・下部工事間の施工時期
　　の調整に留意すること。

（本図該当工程）

32

令和　6　年　4　月

図示縮　尺

事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 下部工施工計画図(案)
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A A

B B

C C

469(全)-82(右岸)-84(左岸)
大型土のう存置 303袋

SP=  50.000(市道)
SP=2458.150(計画河川)

R-7排水工(R04設計)
SP=2450.30(右岸側)

※下流側存置数量含む

A-1橋台 A-2橋台

6号落差工
(未施工)

大型土のう
撤去・移設

WL

1:0.5 1:
0.
5

1:1.0
1:
1.
0

1:2.0 1:2
.0

大型土のう
撤去・移設

WL

1:0.5 1:
0.
5

1:1.0
1:
1.
0

1:2.0 1:2
.0

A-2橋台 A-1橋台

WL

1:0.5 1:
0.
5

1:1.0 1:
1.
0

1:2.0 1:2
.0

大型土のう
撤去・移設

計画河川中心線

低水路 3000

(仮水路断面)

土砂掘削
A=10.8m2
(平均断面)

土砂掘削
A=10.1m2
(平均断面)

土砂掘削
A=10.2m2
(平均断面)

土砂掘削
A=9.9m2
(平均断面)

土砂掘削
A=5.7m2
(平均断面)

土砂掘削
A=5.7m2
(平均断面)

計画河川中心線

低水路 3000

(仮水路断面)

計画河川中心線

低水路 3000

(仮水路断面)

A - A
(河川断面掘削,整形時)

S=1:100

B - B
(河川断面掘削,整形時)

S=1:100

C - C
(河川断面掘削,整形時)

S=1:100

右岸側左岸側

右岸側左岸側

右岸側左岸側

護岸工施工計画図(案)(1)

S=1:150平　面　図
[1.河川断面掘削,整形時]

1.本図は施工計画案であり、施工図ではない。現地状況を確認の上、施工を行うこと。

注 意 事 項

2.沓かくしが上部工架設時に支障となる場合は、上部工架設後に設置すること。

3.河川掘削,整形範囲については、状況に応じて適宜対応すること。
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図示縮　尺

事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 護岸工施工計画図(案)(1)
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R-7排水工(R04設計)
SP=2450.30(右岸側)

SP=  50.000(市道)
SP=2458.150(計画河川)

A-1橋台 A-2橋台

6号落差工
(未施工)

1
0
0
0

大型土のう

評価断面
計画河川中心線

(計画河川断面)

※左右岸とも同一断面

仮水路幅 2860

A-2橋台
(A-1橋台)

WL(現況河川流下能力)

1:
0.
5

1:2.0

1430

仮水路中心線

5360 580

7370

施工時河川断面図
(知利別3丁目1条橋護岸工施工時 仮水路断面)

S=1:50

護岸工施工計画図(案)(2)

S=1:150平　面　図
[2.左岸側護岸工施工時]

河川断面掘削,整形

・護岸工の施工に必要となる範囲の河川断面を掘削,整形する。

左岸側護岸工施工(A-2橋台側)

・仮水路大型土のうを移設して河川を右岸側に流下させながら、

護岸工施工完了

護岸工施工手順(案)

・仮水路大型土のうを移設して河川を左岸側に流下させながら、

施工時仮水路諸元

※I=1/90(計画)＜1/63(現況)より、勾配の緩い値を採用。

・WLは現河道SP=2560.00における流下能力(Q=10.91m3/s)に対する水位を示す。

　[平成25年度 知利別川改修工事護岸設計外「報告書 P.4-5」-現況流下能力計算表(2)- より]

n=0.030

Q=10.91 m3/s

I=1/90(計画河床勾配と同等)

V=2.66 m/s

※

右岸側護岸工施工(A-1橋台側)

・上流側及び下流側の仮水路は、当該区間の河川改修工事が
　実施されるまで存置とする。

1.本図は施工計画案であり、施工図ではない。現地状況を確認の上、施工を行うこと。

注 意 事 項

2.沓かくしが上部工架設時に支障となる場合は、上部工架設後に設置すること。

3.河川掘削,整形範囲については、状況に応じて適宜対応すること。

　左岸側(A-2橋台側)の護岸工を施工する。

　右岸側(A-1橋台側)の護岸工を施工する。
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知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 護岸工施工計画図(案)(2)
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SP=  50.000(市道)
SP=2458.150(計画河川)

A-1橋台 A-2橋台

6号落差工
(未施工)

護岸工施工計画図(案)(3)

S=1:150平　面　図
[3.右岸側護岸工施工時]

S=1:150平　面　図
[4.護岸工施工完了時]

1.本図は施工計画案であり、施工図ではない。現地状況を確認の上、施工を行うこと。

注 意 事 項

2.沓かくしが上部工架設時に支障となる場合は、上部工架設後に設置すること。

3.河川掘削,整形範囲については、状況に応じて適宜対応すること。
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室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 護岸工施工計画図(案)(3)
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4.25

4.25

防護柵撤去
L=5.0m/片側

1
4
5
0

切
断

間
隔

2
1
0
0

1
4
5
0

5
0
0
0

吊上荷重 W=4.6t
上部工重量 4.5t

吊フック   0.10t
(最大荷重)

[既設橋梁(上部工)吊上重量]

ダンプトラック
Co殻搬出

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型 25t吊り

作
業
半
径
 R=9.0m

作
業
半
径
 R
=9
.0
m

ア
ウ

ト
リ

ガ
張

出
長

6
6
0
0

　4.25m×2.10m×0.20m×2.5t/m3≒4.5t
※上部工重量(最大荷重)

CL

FH 2
5
0

3
3
0

1
7
0

2
3

3
3

2
7
4

8
3
0

アスファルト舗装 50mm

均しコンクリート 30mm

(W=16.4kg/m)

L=5.0×2(両側)

300 4400 300

5000

桁切断

ガードレール撤去
※1

※1 既設ガードレール重量は、ガードレールC種相当の参考値として示す。

1450
端部

2100
中間部

1450
端部

端部切断断面 中央部切断断面

※2 端部断面積(地覆部含む)＜中間部断面積となるよう
　　切断位置を設定(最大荷重＝中間部と設定)

※2

※3 旧橋部のアスファルト舗装は桁切断前に撤去し、均しコンクリートは

※3

　　桁材と合わせて切断・撤去とする。

A1=0.38m2 A2=0.42m2

市道EP

上部工撤去
t=200mm(桁材+均しコン)

市道BP

ラフテレーンクレーン
油圧伸縮ジブ型 25t吊り

ダンプトラック
Co殻搬出 [中間部] W1=4.5t

[端　部] W2=4.1t

1.本図は施工計画案であり、施工図ではない。

注 意 事 項

  現地状況を確認の上、施工を行うこと。

2.既設橋梁の上部工撤去時には、コンクリー
　ト殻を現況河川に落下させないよう十分注
　意すること。

クレーン規格

4.60t 9.30t

最大吊り荷重 定格総荷重

ラフテレーンクレーン(25t吊)

上記条件での定格総荷重:9.30t(メーカーカタログより)

・定格総荷重:9.30t > 最大吊り荷重 W=4.60t … OK

※本条件におけるアウトリガ張出幅設定=6.6m(最大張出)

　同クレーンにおけるアウトリガ張出長6.6mとしたときの切断間隔を示す。

　本図面はクレーン規格設定の一例である。これによりクレーン規格を限定するものではない。

　現地にて使用するクレーン規格に応じて切断間隔を適宜設定すること。

3.付属物(防護柵)を撤去後、コンクリートカッターにて
2.吊り上げを可能とするため、支承部の縁切りを行う。

※仮水路切り替え前に上部工の撤去を行う。

  上部工を切断する。

上部工撤去要領

5.撤去した上部工は状況に応じて運搬可能なブロックに
4.ラフテレーンクレーン(25t吊り)にて上部工を撤去する。

  に解体してから運搬する。

※使用クレーンはラフテレーンクレーン(25t吊)を想定。

上部工撤去時

S=1:100平　面　図

S=1:100側　面　図 S=1:30断　面　図

既設橋撤去計画図(案)(1)

1.旧橋部のアスファルト舗装を事前撤去する。
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年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 既設橋撤去計画図(案)(1)
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・撤去対象橋台断面積　　　　:胸壁及び嵩上げ部 A1= 0.6m2

　(橋台2基分) 　　　　　　  :竪壁及び底版 　　A2= 6.1m2

・撤去する橋台胸壁及び嵩上げ部については鉄筋コンクリート、

　竪壁及び底版については無筋コンクリート扱いとして計上する。

(新設A-1橋台)

(計画河川断面) 計画河川中心線
仮水路中心線

(新設A-2橋台) 知利別3丁目1条橋(現橋)
橋台全撤去

現況河川
仮水路切替後下部工撤去

※土中部既設橋台形状は推定

市道EP
大型土のう

低水路 (3000)

(仮水路断面)

施工時河川断面
(仮水路)

(1:0.5) (1
:0
.5
)

WL

市道EP市道BP

(新設A-2橋台)

:埋戻し断面積 A3= 13.9m2

※既設橋台撤去後、基礎杭施工
  (ステージ盛土構築)のため旧
  河川を一旦埋戻す。

(4800) [橋台区間]
転流後埋戻し

現況河川

(ステージ盛土)

※

(計画河川断面) 計画河川中心線
仮水路中心線

施工時河川断面
(仮水路)大型土のう

(1:0.5) (1
:0
.5
)

WL

低水路 (3000)

(仮水路断面)

既設橋撤去計画図(案)(2)

1.本図は施工計画案であり、施工図ではない。

注 意 事 項

  現地状況を確認の上、施工を行うこと。

2.撤去対象となる既設橋梁形状は、現地計測
  結果を基に復元したものである。土中部形
  状は推定であることに留意のこと。

下部工撤去時

S=1:100平　面　図

S=1:100既設橋台撤去時断面図

S=1:100現橋河川埋戻時側面図

1.油圧ブレーカーにて既設下部工の撤去を行う。

※仮水路切り替え後に下部工の撤去を行う。

下部工撤去要領

2.既設橋台撤去後、基礎工施工(ステージ盛土構築)
　のため旧河川を一旦埋戻す。

　左岸側/右岸側既設橋台ともに全撤去とする。
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設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 既設橋撤去計画図(案)(2)
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道路工撤去図(参考図) S=1:100

1.本図は、橋梁及び排水工の施工に係る道路工と同時に、市道部路面

注 意 事 項

　の高さ調整及び修繕に係る道路工を合わせて示した参考図である。
　施工の際は、市道修繕部の取扱いについて発注者と事前協議のこと。

2.本図に示す道路工のうち、撤去は下部工事、復旧は上部工事の中で
　実施するものとする。 38
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知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 道路工撤去図(参考図)



橋　長 4270

10 桁　長 4250 10

150 支間長 3950 150

485 485

2
7
4

2
7
4

縦断勾配 LEVEL

橋座嵩上げ 橋座嵩上げ

側　面　図 S=1:50

A-1 A-2

F M

市道BP 市道EP

(既設橋座高)
※

※既設桁高＞新設桁高につき橋座嵩上げ実施
　(現河道への河積阻害影響を与えない構造にて計画)

橋　　長

支 間 長

幅　　員

設計荷重

上部構造型式

地盤種別 Ⅱ種地盤

TL-14

 4.400 m (総幅員 5.000 m)

 3.950 m 

 4.270 m

知利別3丁目1条橋 橋梁諸元

軽荷重用床版橋(NKL 14-17)

断　面　図 S=1:30

CL

FH

5000

300 4400 300

2
5
0

3
3
0

1
7
0

2
3

3
3

2
7
4

8
3
0

アスファルト舗装 50mm

均しコンクリート 30mm

主桁間隔 5@1000=5000

既設橋台幅 5250

ガードレール

C種相当
既設再利用

ガードレール

C種相当
既設再利用

知利別
3丁目
1条橋

L.2

L.3

市道知利別町３丁目１条通線

橋
座
幅
 
5
2
5
0

総
幅
員
 
5
0
0
0

3
0
0

有
効
幅
員
 
4
4
0
0

3
0
0

橋　長 4270

桁　長 4250 1010

90°
0'0" 90

°
0'
0"

知
利
別
川

河川敷地境界
(改修計画)(河川敷地)

(河川敷地)

(
現
河
道
)

市道BP 市道EP

(至 道道室蘭環状線)

1. 本図は、知利別3丁目1条橋の上部工架替え工事(H30実施)における図面を基に

注意事項

　 作成した現況一般図である。本計画における既設橋撤去の実施に当たっての

平　面　図 S=1:50

現況一般図(参考図)

　 参考図として示す。
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事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 現況一般図(参考図)
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特記事項

○使用材料について

コンクリート	鉄筋コンクリートσck=24N/mm2(RC-2-1)

	　　　　　　均しコンクリート(C-1)

鉄筋	SD345

目地材 樹脂発泡体 0.1g/cm3以上級 t=20mm

止水板	ゴム伸縮止水板 耐震用 280B

鋼矢板	SYW295(Ⅱw型)

○基床材および埋戻し土に用いる良質土の条件は以下とし、

現地発生土を流用する場合は、監督員と協議の上決定する事。

・粒度分布がよい。

・細粒分(75μm以下)が土質材料の15%以下。

・シルト分のあまり多くない土。

・細粒分(75μm以下)のあまり多くない土。(細粒分50%未満)

○その他使用材料の規格は北海道建設部土木工事共通仕様書

による。

・梯子　φ19mm,B=400mm

・銘板　ブロンズ製350×240×20mm
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C-1
均しｺﾝｸﾘｰﾄ

50×50
角落し

50×50
角落し

EL=15.77
計画築堤高

EL=16.77
管理用通路高

波付管φ300
継手(新材)

止水板

目地板

止水板

目地板

止水板

目地板

C-1
均しｺﾝｸﾘｰﾄ

背後流入水路 φ300
EL=15.45

上流側流入水路 φ300
EL=15.67

止水板

目地板

止水板

目地板

C-1
均しｺﾝｸﾘｰﾄ

広幅鋼矢板Ⅱw型
洗掘防止矢板 L=2.10m C-1

均しｺﾝｸﾘｰﾄ

50×50
角落し

目地板

波付管φ300
継手(新材)

SP=2450.30
R-7排水工

(KSP=2450.67)

1:2.0 50×50
角落し

止水板

9
6

6
1

6
1

R-7排水工 SP=2450.30(R)
φ0.60m(簡易型柔構造)

排水工一般図
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縦 断 面 図

平　面　図

管体断面図
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工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 排水工一般図
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○使用材料について

コンクリート	鉄筋コンクリートσck=24N/mm2(RC-2-1)

	　　　　　　均しコンクリート(C-1)

鉄筋	SD345

目地材 樹脂発泡体 0.1g/cm3以上級 t=20mm

止水板	ゴム伸縮止水板 耐震用 280B

鋼矢板	SYW295(Ⅱw型)
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事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 本体工詳細図



特記事項

○使用材料について

コンクリート	鉄筋コンクリートσck=24N/mm2(RC-2-1)

	　　　　　　均しコンクリート(C-1)

鉄筋	SD345

目地材	樹脂発泡体 0.10㎏/m3以上級 t=20mm

止水板	ゴム伸縮止水板 耐震用 280B

鋼矢板	SYW295(Ⅱw型)

○基床材および埋戻し土に用いる良質土の条件は以下とし、現地発生土を

流用する場合は、監督員と協議の上決定する事。

・粒度分布がよい。

・細粒分(75μm以下)が土質材料の15%以下。

・シルト分のあまり多くない土。

・細粒分(75μm以下)のあまり多くない土。(細粒分50%未満)

○その他使用材料の規格は北海道建設部土木工事共通仕様書による。

・梯子　φ19mm,B=400mm

・銘板　ブロンズ製350×240×20mm
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事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 胸壁翼壁詳細図



注）

（　）内は外側の鉄筋を示す。　

＊は、隅角部内側の鉄筋を示す。

図上の鉄筋のかぶりは、内側の鉄筋芯から

表面までの寸法を示す。

胸壁張り出し部の鉄筋曲げ加工部は

本体側に設置するものとする。

120 110

240

160 120

400350400

1150

1
0
0

2
@
1
3
5

=
2
7
0

5
@
2
5
0

=
1
2
5
0

1
3
0

1
5
0

4
0
0

1
9
0
0

1
5
0
0

120110120

350
50

120

110

172
173
125

700

1400

300400

1
2
0

5
@
2
5
0

=
1
2
5
0

2
@
1
3
5

=
2
7
0

1
0
0

4
0
0

1
9
0
0

1
5
0
0

470
110

120

1
0
0

2
@
1
4
0

=
2
8
0

1
5
2
0

1
9
0
0

120 110

240

160 120

400

1150

350 400

1
2
0

1
1
0

1
7
2

1
7
3

1
2
5

3
0
0

1
7
0

1
1
0

1
2
0

4
0
0

1
4
0
0

6
0
0

4
0
0

400

1150

350 400

4
0
0

1
4
0
0

6
0
0

4
0
0

870
160

120

1 - 1

2 - 2 7 - 7

6 - 6

3 - 3 4 - 4

5 - 5

43

3 4

6

7

1 2

6

7

2 1

5

5

 D13
E 7

 D13
E17

 D13
E 5

 D13
E25

 D13
E19

 D13
E19

 D13
E 5

 D132

( 　　) D13
E 1

 D13
E25

 D13
E18

 D13
E17

 D13
E 7

 D13
E 1

 D13
E19

 D13
E 2

 D13
E17

E

1
3
0

1
5
0

6
1

61

9
6

　川裏胸壁配筋図　
【R-7排水工】
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設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 川裏胸壁配筋図
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注）

（　）内は外側の鉄筋を示す。　

＊は、隅角部内側の鉄筋を示す。

図上の鉄筋のかぶりは、内側の鉄筋芯から

表面までの寸法を示す。

胸壁張り出し部の鉄筋曲げ加工部は

本体側に設置するものとする。
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事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 川表胸壁配筋図



注）

（　）内は外側の鉄筋を示す。　

＊は、隅角部内側の鉄筋を示す。

図上の鉄筋のかぶりは、内側の鉄筋芯から

表面までの寸法を示す。
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事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 角落し配筋図



注）

（　）内は外側の鉄筋を示す。　

＊は、隅角部内側の鉄筋を示す。

図上の鉄筋のかぶりは、内側の鉄筋芯から

表面までの寸法を示す。

　補強部主鉄筋組合せ図　
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図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 川裏補強部配筋図



　補強部主鉄筋組合せ図　
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　土工図　
【R-7排水工】

R-7排水工 SP=2450.30(R)
φ0.60m(簡易型柔構造)
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1:100縮　尺

事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 土工図
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平面図 S=1:50

注意事項

・既設舗装の撤去については、下記の別図参照のこと。

既設舗装撤去

　　　知利別3丁目1条橋「道路工撤去図(参考図)」

既設埋設管 
波付管φ300
(一部撤去)

90°

※詳細は別図にて示す。 ※詳細は別図にて示す。

　構造物撤去工図　
【R-7排水工】

R-7排水工 SP=2450.30(R)
φ0.60m(簡易型柔構造)
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図示縮　尺

事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 構造物撤去工図
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波付管φ300

舗装復旧

路盤復旧

※詳細は別図にて示す。

舗装復旧

路盤復旧

※詳細は別図にて示す。

注意事項

・舗装及び路盤の復旧については、下記の別図参照のこと。

　　　知利別3丁目1条橋「道路工復旧図(参考図)」

埋設管・継手
波付管φ300
(新材)

90°

　復旧工図　
【R-7排水工】

R-7排水工 SP=2450.30(R)
φ0.60m(簡易型柔構造)
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図示縮　尺

事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 復旧工図



平面図
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グレーチング蓋詳細図(参考図)
【R-7排水工】

R-7排水工 SP=2450.30(R)
φ0.60m(簡易型柔構造)
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1:20縮　尺

事業者名

設計年月

路線名

図面番号

年　度

知利別町3丁目2条通線

室蘭市 都市建設部 土木課

知利別3丁目1条橋架替（下部工）工事

令和　6　年度

工事名
知利別川改修工事に伴う

図面名 グレーチング蓋詳細図(参考図)


	001_平面図_R04知利別3丁目1条橋-平面図_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	平面図_知利別3丁目1条橋


	002_橋梁一般図_R04知利別3丁目1条橋-橋梁一般図_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	橋梁一般図_知利別3丁目1条橋


	003_下部工寸度図_R04知利別3丁目1条橋-下部工寸度図_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	下部工寸度図_知利別3丁目1条橋


	004_A-1橋台構造図(1)_R04知利別3丁目1条橋-A-1橋台構造図(1).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-1橋台構造図(1)


	005_A-1橋台構造図(2)_R04知利別3丁目1条橋-A-1橋台構造図(2).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-1橋台構造図(2)


	006_A-2橋台構造図(1)_R04知利別3丁目1条橋-A-2橋台構造図(1).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-2橋台構造図(1)


	007_A-2橋台構造図(2)_R04知利別3丁目1条橋-A-2橋台構造図(2).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-2橋台構造図(2)


	008_A-1橋台配筋図(1)_R04知利別3丁目1条橋-A-1橋台配筋図(1).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-1橋台配筋図(1)


	009_A-1橋台配筋図(2)_R04知利別3丁目1条橋-A-1橋台配筋図(2).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-1橋台配筋図(2)


	010_A-1橋台配筋図(3)_R04知利別3丁目1条橋-A-1橋台配筋図(3).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-1橋台配筋図(3)


	011_A-1橋台配筋図(4)_R04知利別3丁目1条橋-A-1橋台配筋図(4).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-1橋台配筋図(4)


	012_A-1橋台配筋図(5)_R04知利別3丁目1条橋-A-1橋台配筋図(5).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-1橋台配筋図(5)


	013_A-1橋台配筋図(6)_R04知利別3丁目1条橋-A-1橋台配筋図(6).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-1橋台配筋図(6)


	014_A-1橋台配筋図(7)_R04知利別3丁目1条橋-A-1橋台配筋図(7).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-1橋台配筋図(7)


	015_A-2橋台配筋図(1)_R04知利別3丁目1条橋-A-2橋台配筋図(1).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-2橋台配筋図(1)


	016_A-2橋台配筋図(2)_R04知利別3丁目1条橋-A-2橋台配筋図(2).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-2橋台配筋図(2)


	017_A-2橋台配筋図(3)_R04知利別3丁目1条橋-A-2橋台配筋図(3).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-2橋台配筋図(3)


	018_A-2橋台配筋図(4)_R04知利別3丁目1条橋-A-2橋台配筋図(4).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-2橋台配筋図(4)


	019_A-2橋台配筋図(5)_R04知利別3丁目1条橋-A-2橋台配筋図(5).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-2橋台配筋図(5)


	020_A-2橋台配筋図(6)_R04知利別3丁目1条橋-A-2橋台配筋図(6).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-2橋台配筋図(6)


	021_A-2橋台配筋図(7)_R04知利別3丁目1条橋-A-2橋台配筋図(7).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-2橋台配筋図(7)


	022_A-1橋台鋼管杭詳細図(1)_R04知利別3丁目1条橋-A-1橋台鋼管杭詳細図(1).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-1橋台鋼管杭詳細図(1)


	023_A-1橋台鋼管杭詳細図(2)_R04知利別3丁目1条橋-A-1橋台鋼管杭詳細図(2).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-1橋台鋼管杭詳細図(2)


	024_A-2橋台鋼管杭詳細図(1)_R04知利別3丁目1条橋-A-2橋台鋼管杭詳細図(1).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-2橋台鋼管杭詳細図(1)


	025_A-2橋台鋼管杭詳細図(2)_R04知利別3丁目1条橋-A-2橋台鋼管杭詳細図(2).pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	A-2橋台鋼管杭詳細図(2)


	026_護岸工平面図,詳細図_R04知利別3丁目1条橋-護岸工平面図_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	護岸工平面図_知利別3丁目1条橋


	027_護岸工平面図,詳細図_R04知利別3丁目1条橋-護岸工詳細図_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	護岸工詳細図_知利別3丁目1条橋


	028_施工時仮水路計画図(案)_R04知利別3丁目1条橋-施工時仮水路計画図(案)_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	施工時仮水路計画図(案)_知利別3丁目1条橋


	029_仮橋工一般図(参考図)_R04知利別3丁目1条橋-仮橋工一般図(参考図)_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	仮橋工一般図(参考図)_知利別3丁目1条橋


	030_仮橋工詳細図(参考図)_R04知利別3丁目1条橋-仮橋工詳細図(参考図)_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	仮橋工詳細図(参考図)_知利別3丁目1条橋


	031_基礎工・下部工施工計画図(案)_R04知利別3丁目1条橋-基礎工施工計画図(案)_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	基礎工施工計画図(案)_知利別3丁目1条橋


	032_基礎工・下部工施工計画図(案)_R04知利別3丁目1条橋-下部工施工計画図(案)_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	下部工施工計画図(案)_知利別3丁目1条橋


	033_護岸工施工計画図(案)(1～3)_R04知利別3丁目1条橋-護岸工施工計画図(案)(1)_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	護岸工施工計画図(案)(1)_知利別3丁目1条橋


	034_護岸工施工計画図(案)(1～3)_R04知利別3丁目1条橋-護岸工施工計画図(案)(2)_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	護岸工施工計画図(案)(2)_知利別3丁目1条橋


	035_護岸工施工計画図(案)(1～3)_R04知利別3丁目1条橋-護岸工施工計画図(案)(3)_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	護岸工施工計画図(案)(3)_知利別3丁目1条橋


	036_既設橋撤去計画図(案)(1)_R04知利別3丁目1条橋-既設橋撤去計画図(案)(1)_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	既設橋撤去計画図(案)(1)_知利別3丁目1条橋


	037_既設橋撤去計画図(案)(2)_R04知利別3丁目1条橋-既設橋撤去計画図(案)(2)_知利別3丁目1条橋.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	既設橋撤去計画図(案)(2)_知利別3丁目1条橋


	038_道路工撤去図(参考図)_R04知利別3丁目1条橋-道路工撤去図.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	道路工撤去図


	039_現況一般図(参考図)_R04知利別3丁目1条橋-知利別3丁目1条橋_橋梁一般図.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	知利別3丁目1条橋_橋梁一般図


	040_排水工一般図_R-7排水工-103_排水工一般図_R-7排水工.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	103_排水工一般図_R-7排水工


	041_本体工詳細図_R-7排水工-104_本体工詳細図_R-7排水工.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	104_本体工詳細図_R-7排水工


	042_胸壁翼壁詳細図_R-7排水工-05_胸壁翼壁詳細図【R-7排水工】.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	05_胸壁翼壁詳細図【R-7排水工】


	043_川裏胸壁配筋図_R-7排水工-06_川裏胸壁配筋図【R-7排水工】.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	06_川裏胸壁配筋図【R-7排水工】


	044_川表胸壁配筋図_R-7排水工-07_川表胸壁配筋図【R-7排水工】.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	07_川表胸壁配筋図【R-7排水工】
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